映像情報メディア学会技術報告執筆要項

◇◇◇執筆にあたってのお願い◇◇◇
原稿締切日までにこの執筆要項を充分にご確認の上，下記の書類をメール添付でご提出下さい．

（□はご自身の提出原稿のチェック欄としてご利用下さい）

□①連絡用紙

· ご発表の研究会名，執筆原稿枚数，原稿締切日が記入してありますのでご確認下さい．

· 発表者記入欄に必要事項を記入して下さい．

· 別刷は，「別刷申込について」をご確認の上，必要事項を記入して下さい．

· 提出原稿確認欄で，送付書類のチェックをして下さい．

· ②著者紹介用紙

· 著者紹介用紙記入は任意です．ただし，用紙の提出がない場合は当日，会場で自己紹介をしていただくことがあります．

· ③原稿

· 原稿は本会ホームページ上のスタイルファイル（Word）のご利用をお薦めいたします．また，詳細は下記の「映像情報メディア学会技術報告原稿の書き方」に従って下さい．

· 指定された執筆原稿枚数を厳守して下さい．超過するようであれば事前に研究会幹事の了承を得て下さい．また了承を得た旨を連絡用紙に記入して下さい．

· 原稿提出時に原稿の訂正，差し替えなどが生じないように充分に推敲して下さい．

· 万一，原稿提出後，正誤表を作成する場合は以下の要領で作成して下さい．

（1） 正誤表の用紙サイズはA5判とすること（その他の様式は受付いたしません）．

（2） 記入事項は下記見本を参照して下さい（記入事項等でご不明な点は事務局までお問い合わせ下さい．

（3） 技報予約者に配布する枚数を事務局までお尋ね下さい．

（4） 作成した正誤表は，発表月の月末までに事務局へお送り下さい．

（5） 手数料として１研究会あたり3,000円が必要となります．それについての請求書の発行は致しません．手数料は正誤表に同封して下さい．

正誤表記入見本
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◇◇◇映像情報メディア学会技術研究報告原稿の書き方◇◇◇

④原稿

技術研究報告は，発表者が作成した原稿をそのまま印刷（A4)しますので，下記を参照の上，御執筆下さい．

  １）タイトルその他（1ページ目上部）に関して

  技術研究報告の１ページ目上部になります．A４判で上部3cm下部1.5cm左右各1.5cmの空白をとり，標題，発表者氏名，勤務先，所属，住所，メールアドレス，キーワード（６個程度）の和文と英文およびあらまし（和文３００字程度，英文１００語程度）をバランスよくお書き下さい．[特別招待講演]，[基調講演]の方は[特別招待論文]，［招待講演］の方は[招待論文]とタイトルの前にお入れ下さい．

  ２）本文に関して

  本文は1)の「タイトルその他」に続けて記述して下さい．A４判で左右１８cm,天地２５．５cm以内の長さに納まるよう行間・字間を調整して下さい．

  ３）原稿の書き方

  インクは黒とし，印字のかすれや濃淡のムラのないよう注意して下さい．文字の大きさは，本文は９ポイントを標準とし，字間および行間は適宜調整して下さい．ただし，標題は拡大文字とするのが望ましい．

  手書きの場合は，黒インクを使用し鉛筆は不可です． 

  ４）原稿提出枚数

  ①の連絡用紙に提出枚数が記載されています．図・表，写真を含め制限枚数以内で作成して下さい．原稿を作成する前に，手持ちの原稿量と制限枚数とを十分勘定して必ず制限枚数におさまるようご注意下さい．（枚数を超過した原稿は受け付けません）

  ５）図と表，写真

図と表：原稿用紙の任意の箇所に直接書く，あるいは白紙または青色の方眼用紙に黒インキで書いて貼り付ける．

写真：できるだけ一カ所にまとめて貼り付ける（白黒印刷のためカラー写真も白黒とさせていただきます．）

・貼り付けたものが原稿用紙の枠をはみ出ないこと

・写真を貼り付ける場合四隅にのり付けし，原稿送付の際折れないように注意すること．

・図面，写真，表の文字や数字は本文と同じ大きさであること．

  ６）技術研究報告の贈呈

  当日配付の技術研究報告を著者用として，原稿１件につき１部贈呈します．発表当日受付の担当者に発表者である旨お申し出下さい．

  ７）原稿の返却

  提出していただいた原稿は原則として返却しておりません．原稿の返却を希望される方は原稿提出時にその旨を連絡用紙に明記して下さい．なお，オリジナル原稿は発表の翌月末まで事務局に保管してあります．

８）著作権について

1 本会技術研究報告に掲載される論文等の著作権（複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等のすべてを含む包括的な著作権）は，原則として本会に帰属するものとする．

2 国際会議，他学会との共催研究会等特別の事情により①項の適用が困難な場合は，別途協議の上処置する．

3 著者自身が本会以外に投稿する場合，本会に許可を求めるのが原則であるが，実質的には省略する．但し，営利目的の出版物に投稿する場合のみ，本会に申し出ることとする．

4 第三者から，論文等の複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等に関する許諾の要請があり，本会において必要と認めた場合は，本会において要請に応ずることができる．但し，営利目的の出版物に対する許諾については著者に必ず連絡をする．

5 本会が第三者に対して複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等の許諾を有償で行ったことにより収入のあった場合は，当面本会会計に繰入れ，学会活動に有効に利用するものとする．

  以上により，技術研究報告に掲載される論文等の著作権は，本会に帰属することとなりますので，御了承願います．

  9）発行日について

      研究会開催日（複数日開催の場合は初日）の1週間前が発行日となります．　

 　　　原稿提出先・問合先

        （社）映像情報メディア学会  事務局  研究会係

           〒105-0011  東京都港区芝公園３－５－８ 機械振興会館内

          TEL(03)3432-4677  FAX(03)3432-4675  E-mail: gyoji@ite.or.jp

        正誤表
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題　　名　　発表者氏名
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